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コロナ禍の今、来たるべき将来に備え体力と知力（＝棋力）の維持に心がけて
います。私のルーティンは、早朝 6 時からの散歩と太極拳とを行うことから始
まり、暇があれば本因坊秀策や呉清源の古い棋譜やAI 流の現在の棋譜等を並べ
るなど温故知新にて「一人碁」を楽しんでいます。先人達は当時AI 流の一手を
打っていたことに驚きでした。 
そんな中、「世界の囲碁ルール」（王銘エン著）という本を読み、囲碁のルール
の変遷など知らないことが多く興味深く楽しく読みました。例えば、中国ルー
ルは終局時「地＋石」の二本立で集計し石数の多い方が勝ち。日本ルールは「地」
のみ計算し「地」の多い方が勝ち。前者は実戦解決であり後者が終局合意が出
来ないときは有効である。両者は基本的に
は「地」を基準とする点では同じだが「セ
キ」発生の場合に若干相違が生じる。（双
方ゼロ目ではない）また、囲碁にはかって
「切り賃」や「収後」といったルールがあ
ったこと、さらには「純碁」という入門者
向けの原始的なルールがあったことが新
鮮でした。 
 「純碁」とは、簡単に言えば石取ゲーム
であり終局時盤上により多く石を置いた
方が勝ちという原始的なルールです。そこには「地」とか「ダメ」「眼」「アゲ
ハマ」といった余分な概念はなく、ただ盤上に黒白を埋め尽くして石数の多い
方が勝ちという単純明快なルールです。石の取り方さえ覚えれば 7～9路盤であ
れば 10～15 分ほどで碁が打てるというまさに「囲碁の原点」とも言える入門
法です。子どもにも大人にも通用する入門法ですので是非この本を一読して純
碁を試してみて下さい。 
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